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1.概要
①Goal(目標)

①Goal(目標)
※関連

②解決したい社会課題
滋賀県の若者の転出超過

③解決する手段
地域×産業×学生

(伝統産業)(林業)(デザイン)

④解決後の姿
2030年までに、
人口流出地域の

20～24代の就職希望者率25 %以上。
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2.背景と想い
①なぜその課題を選んだのか？

若者がいないと、持続可能なまちづくりができない
②背景
大学、短大等を卒業後に、
県外への就職者が多く
20～24歳は転出超過

滋賀県長浜市、高島市は
特に人口流出がすすんでいる

参照)人口減少を見据えた豊かな滋賀づくり
総合戦略骨子
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「きっかけ」を提供していく
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2025

若者・海外
に対して
滋賀県の

魅力・認知拡大

2020 2030

高島市
から
スタート

長浜市
において
スタート

コンペの開催

就職優遇制度
の実施

起業サポート
の実施

滋賀県の
中小企業の

魅力・認知拡大

滋賀県の
中小企業に魅力を感じる若者の増加

「体験」
滋賀県内での
「職業体験」
「暮らし体験」

海外の学生
の受け入れ強化

「体験」

若者が働きたいと思える環境が整備されている
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3.具体的な解決アクション
①手段

学生と企業が関わり続けてサステナブルなまちづくり

具体例：高島 × 日本酒 × 木 × 学生

②参加者：自分の思いを形にしたい滋賀県の若者
パートナー：一般社団法人kikito様、高島の酒蔵

林業に携わる企業、県庁の方々etc….

③スケジュール
2,3月にコンペを開催。
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学生に対するメリット

自分の考えたデザインが
実際に商品化される

ものづくりを実現することで
若者が自分のやりたいことを
明確にできるきっかけに

①高島市で起業を考える若者の増加
②高島市でものづくりに携わりたい

という若者の増加

新しい産業の創出に。

高島市の取り組み
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高島に対するメリット

若者の出入が多くなり
高島市内が活性化

若者が起業することで
産業の創出

若者が滋賀県の
中小企業で

就職することで
若者の定住化

高島の

認知度
の拡大

滋賀県の中小企業
に魅力を感じ、

就職を考える人が増加

産業の発展
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グローバルに対するメリット

クール滋賀
学生と協力し、日本の伝統産業を用いた
活性化を行なっていく先行事例として

木の可能性を広げる
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cc

5.連鎖や効果
林業を手段に８番、11番の

達成を目指す
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6.プロジェクトの課題

パートナーシップ獲得

広報の拡充

基盤の整備
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ご静聴ありがとうございました。


